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3）ターミナルは通常 24 時間 365 日運営され、通常の貨物検量は港湾に設けられた検量

所で行われている。穀物類は、トラックや鉄道から荷下ろしを行う場所で検量される

（港湾によっては黙視検量もあり）。尚、港湾関連の料金については、各港湾管理者

のサイトでチェックが可能。  

 

図表  62 はブラジル全土の主要港湾を示している。  

 

図表  62 ブラジル全土の主要港湾  

 

 

  

－ 69 －



 

 

◎取扱貨物

 

 

①  図表  6

示して

全体の

 

 

物は民営港

図

64 は公営

ており、農作

の 15%であ

港の方が伸

図表  63 公

営港と民営港

作物の伸び

ったが、2

図表  64 

 

び率が大き

公営港 /民営

港の取扱う

び率が大き

2015 年段階

公営港 /民

73 

きいことが

港  扱い貨

う鉱石と農

い。民営港

階で 26%ま

民営港の荷

がわかる。

物量の推移

農作物及び

港では 201

まで増えた

動き（201

 

移 2005-201

コンテナ貨

10 年のコン

た。  

0-2015）  

15 

貨物の荷役

ンテナの扱

 

役の伸びを

扱い比率が

 

－ 70 －



 

 

②  コンテ

Porton

 

 

③  コンテ

ナ州な

きの 5

ている

 

 

テナ貨物も

nave 港、I

図

テナ貨物輸

などの大都

5 割を占め

る。  

5 年間を通

Itapoa 港の

図表  65 公

送の取り扱

市圏を持つ

めている。

図表  66

 

通し全体的

の中では I

公営港 /民営

扱いはサン

つ南東部が

北東部では

6 公営港 /民

74 

的に増加基

Itapoa 港の

港（ Itajaí 

ンパウロ州

が夫々全体

はアマゾン

民営港の扱

基調にあり、

の成長率が

/ Portonav

、リオデジ

の 16%以

ン河河口の

扱い貨物量の

、コンテナ

が他を圧倒

ve / Itapoá

ジャネイロ

上と目立っ

重要港を持

のシェア  

ナを扱う It

している。

）  

州、サンタ

っており、

持つパラ州

tajai 港、

 

 

タカタリー

全体荷動

州が突出し

 

－ 71 －



 

 

④  2015 年

を占め

コンテ

 

 

⑤  公営港

バルク

  

年度の公営

め常にトッ

テナ貨物 21

港の荷役貨

クは Itagua

営港の貨物

プの座にあ

1%、液体バ

図表  

物別ランキ

ai 港、液体

図表

扱い量では

ある。公営

バルク 15%

67 公営港

キングでは

体バルクは

表  68 公営

75 

は、サンパ

港全体の扱

%、一般貨

港：荷役貨

は、コンテナ

は Suape 港

営港：貨物

パウロ州の

扱い貨物は

貨物が 5%の

物量ランキ

ナ貨物と一

港となってい

別ランキン

サントス港

は、ドライバ

の順になっ

キング  

一般貨物は

いる。  

ング  

港が全体の

バルク貨物

ている。  

 

は Santos 港

の 3 割近く

物が 6 割、

港、ドライ

 

－ 72 －



 

 

⑥  民営港

間企業

い。  

 

⑦  民営港

使用す

が並び

 

 

港別の貨物

業が鉄鉱石

港の取り扱

するマラニ

び、第 3 位

取り扱いで

や農作物の

図表  

う貨物別ラ

ャン州の P

に燃料を扱

 

で多いのは

の荷役に夫

69 民営港

ランキング

Ponta da 

扱うサンパ

図表  7

76 

はドライバ

夫々専属の

港：荷役貨

 

グで、上位

Madeira

パウロ州の

70 民営港

ルク貨物で

のターミナル

物量ランキ

には鉄鉱石

港とエスピ

Almirant

港の貨物  

で、扱い量

ルを運営し

キング  

石を扱う鉄

ピリトサン

te Barroso

量は全体の

しているケ

鉄鉱石大手

ント州の Tu

o 港が続い

 

65%。民

ケースが多

 

Vale 社が

ubarao 港

ている。

－ 73 －



 

 

2．6 船

 

ブラジルの

河川小型船

示される

 

 

船舶隻数の

の登録船舶

船舶を含む

ように、貨

の推移  

舶数：2,40

む総船舶隻

貨物輸送船

図表  7

 

08 隻（201

隻数は毎年増

船舶が 8 割を

図表  71

72 船種別

77 

15 年末現在

増加傾向に

を占めてい

 船舶隻数

 

 

別船舶内訳

在）  

にある。ま

いる。  

数の推移  

（2015 年現

た、船舶分

現在）  

分類では図図表  71 に

 

 

－ 74 －



 

 

■  平均船

 

 

■  水系別

 

 

船歳：使用

別河川船舶

船舶の船齢

隻数の分布

図表

 

齢は 17 年

図表

布の割合：

表  74 水系

78 

を超える。

 73 平均

アマゾン水

系別船舶隻

 

 

船齢  

水系が圧倒

隻数の分布割

倒的に多い

割合  

い  

 

－ 75 －



 

79 
 

第 3 章 石油ガス産業と海洋開発の動向  

 

国家石油監督庁の発表によると、2016 年 12 月末現在のブラジルの確認埋蔵量は、石油

換算で 125 億 14 百万バレルと報告されている。（前年度末：132 億 79 百万バレル）  

 

内訳：オイル・コンデンセート  105 億 53 百万バレル  

天然ガス  3122 億 93 百万立方メートル  

計（石油換算）  125 億 14 百万バレル  

 

ブラジルの石油開発方式は 1995 年の石油法第 9478/9496 号に規定した“生産コンセッ

ションの策定”で規定されスタートした。Federal Union（国家石油監督庁が窓口）が

鉱区開発分野の統括監督機関として発足し、その後、2010 年にプレサル鉱区の開発・生

産を前提とした新法を制定、第 1 次プレサル鉱区の入札を契機として Social Fund とプ

レサル鉱区の開発に特化する専門機関 PPSA（Pre-Sal Petroleo S.A.）が新たに設立さ

れた。PPSA 社は、鉱山エネルギー省の監督の下、Union（連邦政府）に属するプレサ

ル鉱区のガス・石油の生産協力契約のすべての管理・監督を取り仕切っており、国家石

油監督庁（ANP）と共に、ブラジルエネルギー分野の基本政策の実施機関として活動し

ている。  

1998 年に国家石油監督庁（ANP）が設立され、一般鉱区では翌年の第一次鉱区入札か

ら第 13 次入札が実施済みで、プレサル鉱区の第一回入札も行われている。   

 

 

3．1 2017 年度に実施予定の鉱区入札  

 

国家石油監督庁（ANP）は、2017 年度中に陸上の小規模鉱区、ポスサル鉱区及びプレ

サル鉱区の 3 回の入札を検討している。Filho 鉱山エネルギー相は今年度の入札による

政府の臨時歳入総額が 35億レアルから 45億レアルに達する可能性があると年初に話し

ている。  

 

昨年 12 月、国家石油監督庁（ANP）の総裁が Magda Chambriand 氏から Decio Oddone

長官に交代した。Oddone 新長官は 35 年間ペトロブラスに勤めカンポス堆積盆の開発な

どに携わった実務派で、2015 年にペトロブラスから Prumo Logistica 社に転じ、今回

ANP のトップに指名された。昨年就任した Filho 鉱山エネルギー相、Parente ペトロブ

ラス総裁と共にブラジルの石油天然ガス開発の舵取りを行う。  

 

①  陸上小規模鉱区入札  

今年 1 月、石油監督庁（ANP）が小規模埋蔵区の入札実施を発表した。対象は 9 エリア

で旧油田のリハビリと石油・天然ガス鉱区を前提としている。対象となるのは、Espírito 

Santo 堆積盆、Potiguar 堆積盆、Recôncavo 堆積盆の 3 カ所にある鉱区で、5 月にコン

－ 76 －
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セッション方式の入札が行われ、8 月 31 日までに契約締結を予定している。この入札で

は、小規模独立系石油開発企業の参加が予想されている。  

 

予定スケジュール：  

 

1 月 ：入札実施発表  

3 月末：基本入札要綱の詰め  

4 月中：公聴会  

5 月 ：入札要綱決定及び入札（現在の予定では入札実施は 5 月 11 日）  

 

②  第 14 次鉱区入札  

国家石油庁（ANP）は、10 カ所の石油及びガスの開発地域の入札を予定している。対象

となる地域：Garça Branca、Rio Doce、Rio Mariricu、Iraúna、Noroeste do Morro Rosado、

Urutau、Araçás Leste、Itaparica、Jacumirim、Vale do Quiricó。候補海域は、生産

鉱区が集中している海域に近くプレサル鉱区と同等レベルの有望な開発エリアになると

期待されている。  

 

③  プレサル鉱区入札  

生産分与方式で実施される 2 回目の入札となる。  

 

Temer 大統領は、プレサル鉱区開発分野における民間企業の投資参入を促進させる目的

で、ペトロブラスに課されていた“全てのプレサル鉱区開発案件への出資義務規定枠”

を取り外す新法を批准した。採択された新法はプレサル鉱区への投資を検討する企業に

とり非常に重要な門戸開放となる最初のケースとして注目される。他方、Parente 総裁

は、プレサル鉱区開発に関わる今回の新法が、ペトロブラス社が進めている既存案件に

は遡及はしないことも確認している。  

 

尚、従来から懸案事項となっているローカルコンテント規則の適用については、ペトロ

ブラス社を始めとする石油会社からの適用撤廃の声が大きいが、2 月上旬現在決着を見

ておらず、依然として様相は混とんとしている状況にある。鉱業エネルギー省や国家石

油監督庁は、入札募集段階で規定された最低現地調達率を最終的にクリアした場合は、

評価点数を加算し報償ボーナスとして認め他件にボーナスポイントを充当するような中

庸策を考案しているが、まだ関係者を満足させるような具体案として受け入れられてい

ない。  

 

  

－ 77 －
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3．2 これまでに実施された入札  

①  第 1 次～第 13 次鉱区入札の対象地域は図表  75 に示される。  

 

図表  75 第 1 次～第 13 次までの入札対象地域  

 

 

②  第 11 次、第 12 次及び 13 次鉱区入札の結果 : 

第 11 次入札参加に興味を表明した企業数は 72 社と過去 2 番目を記録した。  

入札には最終的に 39 社が参加、総額 28 億レアル（当時の為替換算で 14 億米ドル）の

落札額を記録、対象となった 289 ブロックの内、約半数の 142 鉱区が高額で落札されて

いる。ペトロブラス社が最大の落札者（539.9 百万レアル⇔当時の為替 1 米ドル約 2 レ

アルで約 270 百万米ドル）で、次いで、BG グループ（415 百万リアル⇔207 百万米ド

ル）、BP（261.3 百万リアル⇔130 百万米ドル）、Chevron（31.4 百万レアル⇔16 百万米

ドル）、BHP Billiton（30.2 百万レアル⇔15 百万米ドル）の順となっている。外国大手

石油会社の中には、ブラジル企業とコンソーシ ムを組み落札している外資企業もある。 

この入札のハイライトは、ペトロブラス社（30％）、Total（40％）、BP（30％）がコン

ソーシ ムで落札したブラジル北部の Fos do Amazonas 鉱区の 57 ブロック（ＦＺＡ－

Ｍ－57）で落札額は 345.9 百万米ドルとなり、過去の入札の単独ブロックとしては最高

額を記録した。  

パラ州では、Queiroz Galvão と Pacific 社のコンソーシアムが、ペトロブラス社を退け

Pará-Maranhão 海盆の PAMA-M-337、PAMA-M-265 ブロックを落札している。  

この入札では図表  76 に示されるブラジル北部、東北部のオフショア海域の開発に大き

な注目が集まった。  

  

流域 Round 1 Round 2 Round 3 Round 4 Round 5 Round 6 Round 7 Round 9 Round10 Round11 Round12 Round13

Acre-Madre de
Dios

Amazonas

Barreirinhas

Camamu-Almada

Campos

Ceará

Cumuruxatiba

Espírito Santo

Foz do Amazonas

Jacuípe

Jequitinhonha

Pará-Maranhão

Paraná

Parecis

Parnaíba

Pelotas

Pernambuco-Paraí
ba

Potiguar

Recôncavo

Rio do Peixe

Santos

São Francisco

São Luís

Sergipe-Alagoas

Solimões

Tucano Sul

Total 8 9 12 18 9 12 14 9 7 11 7 10

－ 78 －

ア

ア
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図表  76 対象地域  

 

 

図表  77 落札者（BG、Total、BP、Statoil など外国企業が上位を占めた）  

 

  

－ 79 －



 

83 
 

◇  第 12 次鉱区入札  

対象鉱区は、Acre、Parana、Parnaiba、Parecis、Reconcavo, Sergipe-Alagoas、San 

Francisco 地域の 240 ブロック、163,905 平方キロメートル。  

 

図表  78 第 12 次入札の対象鉱区  

 

 

入札結果  

ペトロブラス社が単独あるいはパートナーシップを組んで落札したのは 49 ブロック。

22 ブロックがコンソーシアムによる落札となっており、その内 16 ブロックでペトロブ

ラス社がオペレーションを行う。  

落札額は、総額 143 百万レアル（当時の為替で 72 千万米ドル）（内 20 万レアルはパー

トナー負担）。ペトロブラス以外では、Cowan、Petra Energy、Tucumann、Copel、Bayar、

Geopark、Trayectria、New Oil などの各企業が落札した。  

 

◇  第 13 次鉱区入札  

266 ブロックの入札を対象に実施された第 13 次鉱区入札は折からの油価の値下がりや

ブラジル経済の落ち込みで投資家の目を引かず、落札されたのは 2 か所のオフショアブ

ロックと 37 か所の陸上ブロックのみで、結果は政府の期待に反してわずか 14%の落札

率となり低調であった。  

ペトロブラス社や Shell、Exxon、BP、CNOOC などは入札に参加せず。事前審査に通

過していた 40 社の中で入札に参加したのは 17 社のみで、そのうちの 11 社がブラジル

の国内企業。  

2 か所の海上鉱区は、Sergipe-Alagoas 堆積盆と Reconcavo 堆積盆にあるブロックで、

両ブロックとも Queiroz Galvão Exploração e Produção（QGEP）が落札。落札額は総

額 1 億 21 百万レアル。  

－ 80 －
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◇第 1 次プレサル鉱区入札  

 

 

2013 年、将来の国家エネルギー計画の柱とすべくブラジル政府が最も注力したサントス

海盆の Libra 鉱区を対象としたプレサル鉱区入札第１号案件が実施された。ペトロブラ

ス社を中心とするコンソーシアムグループが単独入札を行い落札した。落札金総額 150

億リアル（約 70 億米ドル）。コンソーシアムメンバーは、ペトロブラス社（40％）、シ

ェル（20％）、Total（20％）、中国国営の CNPC（10％）、同 CNOOC（10％）。  

 

 

3．3 海洋開発の状況  

2000 年以降 2016 年までのカンポス堆積盆、サントス堆積盆及びエスピリトサント堆積

盆の掘削坑井数の推移を見ると、2015 年度と 2016 年度の坑井数の減少が顕著で、開発

件数が低調であることが窺える。  

  

－ 81 －
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図表  79 掘削坑井戸数の推移  

 

 

国家石油監督庁（ANP）は、2016 年上半期の掘削件数は 1957 年以来の最低となる 16

坑井であったことを発表した。ペトロブラス社の掘削本数はわずか 9 本で、その内 3 か

所は Libra 鉱区で行われている。石油の生産開発に投資された資金は 31%減少し 69 億

2 千万レアルの低水準であった。民間セクターでは、上半期で 4 社が掘削を実施、大手

企業は Repsol Sinopec 社のみ。  

 

◇2017 年度に必要とされる掘削船数  

国家石油庁（ANP）の予測では、2017 年度に掘削が予定されている坑井予定数はサン

トス堆積盆とカンポス堆積盆を合わせて 71 か所で、前年度の掘削スピードを経験値と

して照らし合わせると、サントス堆積盆には最低 8 乃至９隻の掘削船が必要となる。ペ

トロブラス社が実施する掘削以外では、QGPC社が行う Atlanta 鉱区のみとなっている。

一方カンポス堆積盆の坑井掘削には 6 隻乃至 8 隻の掘削船の投入が予定されている。  

 

ペトロブラス社によると、サントス堆積盆の今年度初期掘削には Seadrill 社の West 

Tellus 及び West Carina が投入される。エスピリトサント堆積盆では、2016 年度に掘

削が実施されておらず、2017 年度は、Stat Oil とペトロブラス社が第 11 次鉱区入札で

獲得したブロックの掘削を計画中で、ペトロブラス社が傭船する掘削船を充当するケー

スも想定される。北部赤道地域の掘削については、Total が実施予定で現在掘削船の調

達先を探している。また、BP も北部海域で 2 隻目の掘削船投入を検討しているが具体

的な発表に至っていない。  

 

上記各社の状況を踏まえると、2017年度に必要とされる掘削船隻数は、20 隻前後になる。  

 

全体の掘削数が減少する中、サントス堆積盆のプレサル鉱区における掘削数は図表  80

に示されるように年々増加して来ている。  
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図表  80 サントス堆積盆のプレサル鉱区における掘削数  

 

 

①  支援船隻数の推移  

 

ブラジル支援船協会（ABEAM）の発表によると、ブラジル海域における 2016 年度末時

点の支援船隻数は 398 隻で、前年度から 29 隻減少（－15%）、2014 年度のピーク時か

らは 102 隻（－20%）の減少となった。  

従来、全体の支援船隻数のほぼ 5 割を占めていた PSV 及び OSRV の隻数は、2014 年時

点の 248 隻から、2016 年 12 月時点では 196 隻と大きく減少している。  

 

図表  81 支援船の隻数  

 

 

 

PSV/OSRV に次ぎ支援隻数で 2 番目に大きいシェアを占めるのは LH/SV で、2016 年末

段階で 69 隻（全体の 17％）。以下、多い隻数順に AHTS56 隻（14%）、Crew/FSV が 28

隻（7%）の順になっている。  

最大の減少は AHTS で 2014 年時点の 96 隻から 56 隻に 41.7%減少している。  

尚、全体隻数が減少する中で、Crew/FSV のみが 2014 年（22 隻）に比べ若干の増加と

なった。2016 年度末時点におけるペトロブラス社が傭船中のサブシー作業支援船の内訳

は図表 82 に示される。  

 

  

－ 83 －



 

 

図

 

現在傭船

 

 

図表  1 ペ

中のサブシ

ペトロブラス

シー作業従

図表  

 

スが傭船中

従事の支援船

83 サブシ

87 

のサブシー

船の半数は

シー作業支

ー作業支援

は、今年度

援船の傭船

船（2016

中に傭船が

船期間  

年末現在）

が終了する

 

 

る。  

 

－ 84 －



 

 

◇  支援船

 

◇  ブラジ

図表  85 に

ラジル籍船

隻数は 39

ラジルの

ブラジル政

 

 

2015 年以

7 年振りに

 

船の船種別

ジル籍支援

に示される

船数が 201

98 隻）へと

E&P 活動

政府が自国

図表  85

以前の支援

に総隻数が

隻数の推移

図表

船の割合  

る通り、20

14 年時点

と 30%増加

動が減退し

国籍船の積

5 ブラジル

船隻数とブ

が 400 隻を

 

移  

表  84 支援

16 年末時

の 243 隻

加した。48

外国籍支援

積極活用を促

ル海域にあ

ブラジル籍

割った。

88 

援船 船種

点で、ブラ

（総隻数は

8.6%から 7

援船がブラ

促したこと

ある支援船の

籍支援船の割

種別隻数の推

ラジルで操

は 500 隻）

75.8%への

ラジル国外

とによる。

の隻数とブ

割合の推移

推移  

業する支援

から 2016

シェアの増

の市場に回

 

ラジル籍船

移は図表  8

援船の中に

6 年末の 3

増加につい

回されたこ

船の割合  

86 の通りで

 

におけるブ

02 隻（総

いては、ブ

ことに加え

 

で、昨年度、

－ 85 －



 

89 

 

図表  86 ブラジル籍支援船の割合  

 

 

2017 年初以降傭船料も下がっており経営不振に陥るブラジル企業も出てきている。支援

船大手の Brasil Supply 社もその一つで、2 月半ば現在会社更生法の申請を検討してい

る。同社は、2009 年以降 FMM から 8 億レアルの融資を獲得し支援船の建造を進めて来

た。同社は 2002 年に Cotia Trading（80%）と Suzano グループ（20%）により設立さ

れ、その後 Petrobras Distribuidora 社もマイナー出資を行い現在 0.38%保有している。

負債総額は 6 億レアルと報告されており、昨年度の売り上げ 1 億 1 千万レアルではこの

ままの経営が難しいと判断、債権者との間で話し合いが進められている。  

 

  

ブラジル籍船 外国籍船  
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